
I
n
i
s
h
i
e
 
n
o
 
S
a
n
u
k
i

vol.83vol.83

『 

有
力
層
の
邸
宅
跡
？
』

『 

有
力
層
の
邸
宅
跡
？
』

（
東
か
が
わ
市
西
村
）

に

し

む

ら

 

い

せ

き

西
村
遺
跡

綾川
JR讃岐府中駅

県道善通寺府中線 (18号 )
JA坂出府中

香川県
埋蔵文化財センター

府中小

▲

府中湖PAスマート IC

新宮交差点国道11号

県道高松丸亀線 (33号 )

〒762-0024
香川県坂出市府中町字南谷 5001-4
tel : 0877-48-2191 /  fax : 0877-48-3249
E-mail : maibun@pref.kagawa.lg.jp
HP : http//www.pref.kagawa.lg.jp/maibun/

2014 年 9 月発行：

香川県埋蔵文化財センター

発
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ら

発
掘
現
場
か
ら

　

西
村
遺
跡
は
国
道　

号
大
内
白
鳥
バ
イ
パ
ス
建
設
に
伴
っ

て
平
成　

年
度
か
ら
発
掘
調
査
を
行
っ
て
い
る
遺
跡
で
す
。

昨
年
度
の
調
査
で
は
弥
生
時
代
中
期
初
頭
の
溝
・
古
墳
時
代

中
期
の
大
溝
１
条
、
竪
穴
建
物
１
棟
な
ど
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。
今
年
度
は
主
に
平
安
時
代
終
わ
り
頃
（
約
1
、
0
0
0

年
前
）
と
、
弥
生
時
代
前
期
末
頃
（
約
2
、
3
0
0
年
前
）

の
遺
構
・
遺
物
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

平
安
時
代
の
遺
構
は
、
掘
立
柱
建
物
３
棟
以
上
、
溝
８
条
、

土
坑
１
基
が
あ
り
、
他
に
特
筆
す
る
も
の
と
し
て
鉄
の
鍛
冶

炉
4
基
、
銅
の
溶
解
炉
1
基
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
掘
立

柱
建
物
は
、
周
辺
の
大
内
平
野
で
確
認
で
き
る
条
里
型
地
割

に
合
い
、
規
模
は
最
も
大
き
い
建
物
で
梁
行
２
間
、
桁
行
５

間
（
５
ｍ×

　

ｍ
、
床
面
積　

㎡
）
の
身
舎
に
１
間
の
庇
が

つ
く
建
物
（
７
ｍ×

　

ｍ
、
総
面
積　

㎡
）
に
復
元
で
き
ま

す
。
県
内
で
は
床
面
積　

㎡
を
超
え
る
と
大
型
の
建
物
と
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
建
物
も
大
型
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
建
物

の
時
期
は
、
柱
穴
か
ら
出
土
し
た
遺
物
に
よ
り
概
ね
平
安
時

代
終
わ
り
頃
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
、
建
物
を
取
り
ま

く
溝
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

鍛
冶
炉
や
溶
解
炉
は
、
い
ず
れ
も
最
終
操
業
の
後
に
上
部

の
構
造
物
が
削
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
炉
の
底
部
付
近
が
良
好

に
残
っ
て
い
ま
す
。
鍛
冶
炉
は
鉄
素
材
を
用
い
て
鍛
造
し

鉄
製
品
を
加
工
す
る
作
業
を
行
う
施
設
で
す
。
遺
存
状
態
が

最
も
よ
か
っ
た
鍛
冶
炉
で
は
、
椀
形
滓
（
高
温
で
熱
せ
ら
れ

た
鉄
素
材
か
ら
溶
け
出
し
、
液
体
と
な
っ
た
不
純
物
が
炉
の
底

部
に
溜
ま
っ
た
も
の
）
が
元
の
位
置
の
ま
ま
出
土
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
椀
形
滓
が
出
土
し
た
の
は
県
内
で
は
初

め
て
で
、貴
重
な
事
例
で
す
。そ
の
他
の
鍛
冶
炉
に
つ
い
て
も
、

炉
床
の
土
が
焼
け
て
硬
化
し
た
状
態
が
確
認
で
き
ま
す
。
溶

解
炉
は
青
銅
器
を
作
る
た
め
に
銅
を
溶
か
す
た
め
の
施
設
で

す
。
炉
内
か
ら
は
青
銅
滓
や
大
小
の
銅
滴
（
溶
け
た
銅
の
滴

が
固
ま
っ
た
も
の
）
が
多
数
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
鍛
冶
炉

や
溶
解
炉
の
周
辺
か
ら
も
鉄
滓
や
銅
滴
、
鉄
片
や
銅
片
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。

   

出
土
遺
物
は
、
一
般
集
落
で
も
出
土
す
る
須
恵
器
・
土
師

器
・
黒
色
土
器
と
い
っ
た
も
の
の
ほ
か
に
、
瓦
、
硯
、
東
海

地
方
で
焼
か
れ
た
土
器
で
あ
る
灰
釉
陶
器
と
い
っ
た
一
般
集

落
か
ら
は
あ
ま
り
出
土
し
な
い
も
の
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

金
属
製
品
の
中
に
は
古
代
の
役
人
が
使
う
帯
の
飾
り
金
具
も

見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
他
に
、
漁
網
に
使
う
土
製
の
錘
が

多
数
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
遺
構
・
遺
物
か
ら
、
西
村
遺
跡
の
集
落
は
古
代

の
一
般
集
落
と
は
一
線
を
画
す
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

鍛
冶
・
鋳
造
に
関
わ
る
遺
構
は
、
こ
こ
で
周
辺
地
域
の
農

工
具
な
ど
の
生
産
や
補
修
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ

せ
ま
す
。
ま
た
、
多
量
に
出
土
し
た
土
錘
か
ら
は
漁
網
が
一

括
管
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
硯

や
帯
金
具
を
有
し
、
官
道
で
あ
る
南
海
道
を
介
し
て
郡
衙
な

ど
と
の
連
絡
調
整
を
行
い
、
遠
隔
地
か
ら
搬
入
さ
れ
る
よ
う

大型掘立柱建物の身舎部分（人が入っている柱穴）
奥の柱列の 1間向こう側に庇の柱列が並びます。また、手前右
2か所の柱穴は後の時代に削られて無くなっています。
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送風装置

炉壁木炭 るつぼ

溶解炉の平面図と青銅溶融作業想定図

橙色硬化層

炉底炭化物層

上部崩落層

青銅滓

被熱礫

上部はイメージ

黒色硬化層

送風装置

炉壁
木炭

椀形滓

上部はイメージ

椀形滓

灰色粘土層

鍛冶炉の平面図と鍛冶作業想定図

0 50cm

（1/10）

な
灰
釉
陶
器
な
ど
物
資

流
通
の
管
理
も
担
っ
て

い
た
人
物
が
存
在
し
た

の
で
し
ょ
う
。

　

以
上
の
点
か
ら
、
西

村
遺
跡
の
集
落
は
地
域

内
の
公
的
な
役
割
を
も

つ
有
力
層
の
活
動
拠
点

で
あ
っ
た
可
能
性
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

よ
う
か
い

か
　
じ

も
　
や

ひ
さ
し

わ
ん
が
た
さ
い

す
ず
り

か
い
ゆ
う

ど
う
て
き

た
ん
ぞ
う

場　

所
：
香
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
２
展
示
室

観
覧
料
：
無
料

【
展　

示
】

日　

時
：
平
成　

年
９
月　

日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　

〜　
　

月　

日
（
金
）

場　

所
：
香
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
第
１
展
示
室

観
覧
料
：
無
料

◆
テ
ー
マ
展　
『 

香
川
の
城
郭 

』

　
　
　
　
　
　
　

  

日　

時
：
平
成　

年
９
月　

日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

   

〜　
　

月　

日
（
金
）

◆
巡   

回   

展　
『  

第
６
回 
続
・
発
掘
へ
ん
ろ 

』

　
　
　
　
　
　
　

  

ー
四
国
の
近
世
ー

※

　
土
・
日
・
祝
日
は
休
館

※

　
土
・
日
・
祝
日
は
休
館

【
イ
ベ
ン
ト
】

◆
第
３
回
香
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
考
古
学
講
座

　
　
『 

高
松
藩
の
や
き
も
の
　
理
兵
衛
焼 

』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
師
：
森
下
友
子

　
　
　
　
　
　
　

  

日　

時
：
平
成  

年  

月　

日(

土) 　

時
〜　

時

場　

所
：
香
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
講
習
室

定　

 

員: 　
　

名
程
度
（
申
し
込
み
先
着
順
）

聴
講
料
：
無
料

申
込
方
法
：
電
話
・
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

電　

話　

：
０
８
７
７・

４
８・

２
１
９
１

メ
ー
ル　

 :   m
aibun@

pref.kagaw
a.lg.jp

※

メ
ー
ル
の
場
合
は
お
名
前
・
連
絡
先
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
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灰釉陶器

展
示
・
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

展
示
・
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

硯
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四
国
の
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
５
団
体
が
共
同
で
展
示
を

行
う
「
続
・
発
掘
へ
ん
ろ
ー
四
国
の
近
世
ー
」
が
始
ま
り
ま

し
た
。
今
年
度
は
江
戸
時
代
を
取
り
上
げ
、
各
県
の
代
表
的

な
城
郭
や
県
内
を
流
通
し
た
陶
磁
器
、
遊
び
道
具
や
化
粧
道

具
、
当
時
の
人
々
の
食
生
活
を
示
す
遺
物
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

城
郭
の
梁
を
飾
っ
た
藩
主
の
家
紋
入
り
瓦
の
ほ
か
、
は
る

ば
る
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
来
た
水
指
や
色
鮮
や
か
な
大
皿
、
ミ
ニ

チ
ュ
ア
の
ま
ま
ご
と
道
具
や
人
形
な

ど
、
江
戸
時
代
な
ら
で
は
の
遺
物

を
数
多
く
展
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
四
国
４
県
そ
れ
ぞ
れ

の
城
下
の
空
気
を
味
わ
っ
て
下
さ
い
。

平
成 

年
度
四
国
地
区

         

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
巡
回
展
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